
　
支
持
率
の

起
死
回
生
を

狙
っ
た
首
相

が
初
め
て
政

治
倫
理
審
査
会
に
出
席
す
る
と

い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
、
多

く
の
国
民
に
は
茶
番
劇
と
し
か

映
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
▼
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
は
茶
番
劇
で

は
な
く
、
財
務
省
主
導
で
、
中

小
病
院
と
診
療
所
を
主
と
し
た

多
く
の
医
療
機
関
が
減
収
と
な

り
そ
う
な
許
し
が
た
い
も
の
で

あ
る
▼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従

業
員
の
賃
上
げ
を
義
務
付
け
、

結
果
報
告
が
必
要
な
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
加
算
な
る
も
の
が
新
設

さ
れ
た
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の

は
す
で
に
介
護
報
酬
で
導
入
さ

れ
て
い
る
。
2
0
0
9
年
に
介

護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
1
2
年

に
は
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算

に
。
2
0
1
5
年
に
特
定
処
遇

改
善
加
算
が
上
乗
せ
さ
れ
、
さ

ら
に
2
0
2
2
年
の
支
援
補
助

金（
8
カ
月
間
の
み
）が
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
等
加
算
に
姿
を
変
え
、

2
0
2
4
年
2
月
か
ら
5
月
の

期
間
限
定
補
助
金
を
加
え
た
も

の
が
6
月
以
後
ひ
と
ま
と
め
の

加
算
に
模
様
替
え
す
る
。
巧
妙

な
利
用
者
負
担
増
に
加
え
、
そ

の
度
に
計
画
策
定
と
実
績
報
告

の
方
法
が
変
遷
し
、
現
場
の
事

務
方
は
て
ん
て
こ
舞
い
し
て
い

た
▼
そ
れ
で
も
報
告
は
年
1
回

で
よ
か
っ
た
が
、
今
回
の
医
療

保
険
で
は
3
カ
月
ご
と
と
さ
れ

る
よ
う
で
、
煩
雑
さ
は
と
ん
で

も
な
い
も
の
と
な
る
。
加
算
で

あ
り
、
患
者
の
負
担
増
と
な
る

わ
け
で
、
病
院
勤
務
医
の
息
子

が
「
俺
よ
り
少
な
い
の
か
！
」

と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
院
長
の
給
与

を
さ
ら
に
削
っ
て
原
資
に
回
す

こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

 

（
呑
鉄
童
）

　
2
0
2
3
年
10

月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
始
ま
っ

た
。
電
子
帳
簿
保

存
法
は
経
理
の
電

子
化
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
・
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進
す
る

と
し
て
改
正
を
繰
り
返
し
て
い

る
。
24
年
1
月
1
日
か
ら
は
電

子
デ
ー
タ
で
受
け
取
っ
た
請
求

書
類
は
原
則
と
し
て
印
刷
し
て

保
管
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
変

更
が
あ
っ
た
時
、
不
安
感
に
乗

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
物
や
サ
ー
ビ

ス
を
売
り
込
も
う
と
す
る
業
者

が
出
て
く
る
。
そ
う
い
う
時
は

ご
自
身
の
顧
問
税
理
士
へ
の
相

談
以
外
に
、
協
会
の
税
務
相
談

も
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
消
費
税

非
課
税
事
業
者
で
あ
る
個
人
開

業
医
へ
の
影
響
は
限
定
的
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
国
は
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
転
換
に
よ
り

消
費
税
課
税
の
厳
格
化
を
図
っ

て
い
る
。
非
課
税
事
業
者
に
対

し
て
今
後
も
締
め
付
け
を
強
化

し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
非
課
税
事
業
者
で
あ
っ

た
小
規
模
の
個
人
事
業
主
が
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
に
対
応
す
る
た

め
に
課
税
事
業
者
に
転
換
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
非
課
税
事

業
者
が
減
少
し
、
国
に
対
抗
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。

　
電
子
帳
簿
保
存
法
は
消
費
税

課
税
の
厳
格
化
に
よ
り
増
え
る

業
務
量
を
処
理
す
る
た
め
の
方

策
で
は
な
い
か
。
最
初
は
電
子

保
存
の
許
可
か
ら
始
ま
り
、
次

第
に
電
子
保
存
の
義
務
化
に
向

か
っ
て
い
る
法
改
正
を
見
て
い

る
と
、
医
療
界
で
の
レ
セ
プ
ト

の
「
紙
請
求
」
か
ら
「
電
子
請

求
」
へ
の
動
き
を
思
い
出
す
。

税
務
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
を

目
指
し
て
い
る
の
か
。
不
安
を

煽
る
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
ま
だ
具
体
的
な
情

報
は
な
い
。
今
後
も
情
報
収
集

に
努
め
る
所
存
で
あ
る
。

　
4
月
1
日
か
ら
保
険
医
年
金

の
募
集
が
始
ま
る
。
今
年
の
予

定
金
利
は
１
・
2
0
2
％
で
あ

る
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど
と
比
較
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
は
投
資
で
あ
り
保
険
医
年
金

は
貯
蓄
で
あ
る
。
老
後
の
生
活

設
計
の
た
め
に
ご
検
討
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

税
法
改
正
で
経
営
へ
の
影
響
懸
念

安
心
の
備
え
に
保
険
医
年
金
を

　
京
都
府
は
2
月
議
会
で
4
月
か
ら
の
新
た
な
保
健
医
療
計

画
の
最
終
案
を
報
告
し
た
。
今
後
正
式
策
定
す
る
。
背
景
に

高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
増
大
見
込
み
に
対
し
、
地
域
医
療
構

想
の
推
進
等
で
医
療
費
を
低
く
抑
え
る
政
策
が
あ
る
。

　
4
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
が
、「
特
例
臨
時
接
種
」

か
ら
原
則
と
し
て
65
歳
以
上
を

対
象
に
し
た
Ｂ
類
定
期
接
種
に

位
置
付
け
ら
れ
る
。
Ｂ
類
定
期

接
種
は
費
用
の
一
部
が
「
地
方

交
付
税
」
で
手
当
て
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
価
格
が

高
く
、
接
種
し
た
く
て
も
高
額

な
費
用
負
担
に
よ
っ
て
た
め
ら

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

協
会
は
公
費
助
成
等
を
求
め
る

要
望
書
を
京
都
府
、
京
都
市
に

2
月
27
日
に
提
出
し
た
。

　
要
望
で
は
公
費
助
成
と
と
も

に
、
国
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
の

医
　
療

計
画
等

新
た
な
京
都
府
計
画 

4
月
始
動

�
国
保
納
付
金
の
大
幅
引
き
上
げ
も

マ
イ
ナ
ス
1
2
9
億
円
の

財
政
効
果

― 

中
期
的
な
医
療
費
推
移

　
都
道
府
県
に
よ
る
医
療
費
適

正
化
施
策
の
幹
で
あ
る
医
療
費

適
正
化
計
画
に
あ
た
る
「
京
都

府
中
期
的
な
医
療
費
の
推
移
に

関
す
る
見
通
し
（
第
4
期
）」

は
、府
の
高
齢
者
人
口
が
2
0

4
0
年
に
約
81
万
人
で
ピ
ー
ク

を
迎
え（
20
年
に
29
・
5
％
で

定
保
健
指
導
実
施
率
、喫
煙
率
、

糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
る
年
間
新

規
透
析
導
入
患
者
数
、「
通
い
の

場
」ⅰ
の
参
加
率
）や
後
発
医
薬

品
等
の
使
用
率
向
上
な
ど
の
取

組
み
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
見
通
し
を
低
く
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
推
計
。

第
4
期
の
計
画
期
間
終
了
時
の

29
年
の
医
療
費
見
通
し
は
「
取

組
み
前
」
の
1
兆
1
6
3
6
億

円
か
ら
1
兆
1
5
0
7
億
円

（
マ
イ
ナ
ス
1
2
9
億
円
）
に

な
る
と
し
た
。

府
の
良
識
発
揮
も

　
　
― 

府
保
健
医
療
計
画

　
上
記
計
画
と
併
せ
て
策
定
さ

れ
る
京
都
府
保
健
医
療
計
画
の

中
間
案
に
つ
い
て
は
後
述
の
感

染
症
予
防
計
画
（
中
間
案
）
と

同
時
に
、
協
会
は
す
で
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て

い
る
（
本
紙
3
1
6
3
号
）。

第
8
次
と
な
る
今
回
の
計
画
で

は
、
以
前
は
別
冊
で
策
定
さ
れ

た
「
京
都
府
医
師
確
保
計
画
」

応
す
る
も
の
。
府
と
し
て
コ
ロ

ナ
対
策
の
総
括
が
明
示
的
に
行

わ
れ
な
い
ま
ま
の
策
定
で
あ
り

不
十
分
さ
は
拭
え
ず
、
今
後
の

展
開
に
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

納
付
金
大
幅
引
き
上
げ

　
― 

府
の
国
民
健
康
保
険

　
一
方
、
医
療
提
供
体
制
と
不

可
分
な
関
係
に
あ
る
京
都
府
の

国
民
健
康
保
険
制
度
を
め
ぐ
っ

て
は
24
年
度
の
各
市
町
村
の
支

払
う
べ
き
「
納
付
金
」
の
大
幅

引
き
上
げ
が
判
明
し
、
衝
撃
が

走
っ
て
い
る
。

　
京
都
府
で
は
納
付
金
に
は
各

市
町
村
の
医
療
費
が
1
0
0
％

反
映
し
て
お
り
、
国
が
「
加
速

化
プ
ラ
ン
」
を
準
備
し
て
躍
起

に
な
っ
て
い
る
統
一
保
険
料
を

採
用
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
お
お
む
ね
医
療
費
の
低
い
地

域
で
は
（
主
と
し
て
医
療
提
供

体
制
の
脆
弱
性
か
ら
）
納
付
金

が
低
く
、
市
町
村
ご
と
に
賦
課

さ
れ
る
保
険
料
も
低
い
。
24
年

度
の
納
付
金
は
平
均
で
1
0

5
・
9
％
（
一
人
当
た
り
で
は

1
1
2
・
8
％
）
に
な
る
と
さ

れ
、
笠
置
町
や
南
山
城
村
な
ど

の
人
口
規
模
が
小
さ
い
医
療
環

境
の
厳
し
い
地
域
で
も
大
幅
な

引
き
上
げ
で
あ
る
。
だ
が
京
都

社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
聞
き

コロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
公
費
助
成
等
を
要
請

�

有
効
性
や
安
全
性
の
総
点
検
も

取
り
調
査
で
は
多
く
の
市
町
村

が
来
年
度
の
「
据
え
置
き
」
を

決
め
、
踏
ん
張
ろ
う
と
し
て
い

る
。
協
会
は
京
都
社
会
保
障
推

進
協
議
会
と
と
も
に
国
・
府
に

対
し
て
各
市
町
村
の
保
険
料
高

騰
を
回
避
す
る
努
力
を
支
援

し
、
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
や

国
の
補
助
金
増
額
を
求
め
て
い

る
。

　
都
道
府
県
に
よ
る
法
定
計
画

の
策
定
年
は
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
同
時
改
定
と
重
な
る
。
こ
れ

は
報
酬
と
計
画
の
見
直
し
に

よ
っ
て
国
の
医
療
・
福
祉
政
策

が
地
域
や
現
場
に
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
後
退
し

な
い
よ
う
、
府
や
地
方
自
治
体

や
患
者
な
ど
と
と
も
に
現
場
か

ら
意
見
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

◇　
　
　
◇

　
ⅰ
）
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
「
通
い
の
場
と
は
、
地
域
の

住
民
同
士
が
気
軽
に
集
い
、
一

緒
に
活
動
内
容
を
企
画
し
、
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
『
生
き
が
い

づ
く
り
』『
仲
間
づ
く
り
』
の
輪

を
広
げ
る
場
所
」
で
あ
り
「
地

域
の
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
る

場
所
で
も
あ
」る
と
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
や
地
域
共
生
社

会
の
「
社
会
資
源
」
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

も
「
地
域
の
保
健
医
療
を
支
え

る
人
材
の
育
成
・
基
盤
の
整

備
」
の
項
目
に
包
含
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
は
新
た
な
医
師
確

保
計
画
で
は
医
師
多
数
都
道
府

県
（
医
師
偏
在
指
標
に
よ
る
）

に
お
い
て
「
目
標
医
師
数
」
の

記
載
を
促
し
て
い
る
が
府
計
画

に
は
記
載
が
な
い
。
多
数
区
域

に
お
け
る
目
標
医
師
数
と
は

〝
医
師
数
を
減
ら
す
目
標
〞
と

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
府
の
高

い
良
識
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と

評
価
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
総
括
が
必
要 

　　
― 

感
染
症
予
防
計
画

　
感
染
症
予
防
計
画
は
感
染
症

法
見
直
し
（
23
年
国
会
成
立
、

24
年
4
月
1
日
実
施
）を
受
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

時
の
対
応
を
基
に
、
府
と
地
域

の
医
療
機
関
が
「
医
療
措
置
協

定
」
を
締
結
し
、
新
興
・
再
興

感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
入

院
・
発
熱
外
来
・
自
宅
療
養
者

へ
の
医
療
等
に
総
掛
か
り
で
対

※�市町村は納付金をベースに独自事業分（保健事
業・条例減免等）を加味して保険料を設定
� 〈京都府資料から協会作成〉

あ
っ
た
高
齢
者
〈
65
歳
以
上
〉

人
口
が
40
年
に
36
・
1
％
）、

府
民
の
5
人
に
1

人
が
後
期
高
齢
者

に
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
医
療
費
が

増
大
す
る
と
見
込

む
。
こ
れ
に
対

し
、
地
域
医
療
構

想
の
推
進
や
府
民

の
健
康
保
持
（
特

定
健
康
診
査
・
特

有
効
性
・
安
全
性
の
総
点
検

デ
ー
タ
や
、
医
療
現
場
で
接
種

し
や
す
い
よ
う
バ
イ
ア
ル
を
改

善
す
る
こ
と
を
求
め
た
。ま
た
、

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
か
ら
患
者
・

利
用
者
を
守
り
、
提
供
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
、医
療
・
介

護
・
障
害
者
施
設
等
従
事
者
へ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
を
自
治
体
と
し
て
独
自

に
補
填
す
る
よ
う
求
め
た
。
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2024年度 京都府
国保事業費納付金の算定結果

市町村

2024年度
納付金額（百万円） 1人当たり（円）

対前年度
比 （％）

対前年度
比 （％）

府 全 体 68,394 105.9 151,579 112.8
京 都 市 39,923 107.7 154,506 113.6
福知山市 1,730 101.7 152,428 111.2
舞 鶴 市 1,869 102.3 144,205 110.1
綾 部 市 790 98.9 135,717 111.0
宇 治 市 4,516 103.2 144,751 111.3
宮 津 市 514 99.8 139,248 110.0
亀 岡 市 2,323 105.2 143,077 113.2
城 陽 市 1,938 101.1 146,368 111.8
向 日 市 1,355 104.2 160,072 112.8
長岡京市 1,993 106.1 162,632 113.7
八 幡 市 1,950 102.1 142,865 109.9
京田辺市 1,602 105.1 154,029 111.8
京丹後市 1,578 102.0 148,572 111.5
南 丹 市 875 106.6 145,638 111.1
木津川市 1,905 105.6 146,457 111.8
大山崎町 367 101.9 147,150 110.1
久御山町 494 103.3 168,229 111.3
井 手 町 196 105.4 139,273 113.1
宇治田原町 274 100.7 155,004 109.0
笠 置 町 54 122.7 168,778 126.4
和 束 町 154 113.2 141,336 118.3
精 華 町 845 107.0 147,192 110.1
南山城村 94 111.9 145,481 123.0
伊 根 町 76 101.3 140,017 108.5
京丹波町 401 103.1 138,942 110.5
与謝野町 566 103.5 141,340 109.8



1
　
は
じ
め
に

　
事
業
者
は
労
働
者
に
対
し
年

1
回
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る

義
務
、
労
働
者
は
受
け
る
義
務

が
あ
り
ま
す
（
労
働
安
全
衛
生

法
66
条
、
同
規
則
44
条
）。

　
検
査
項
目
の
う
ち
、
診
断
結

果
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
や
す
い
の
が
胸
部
Ｘ
線
検
査

で
す
。

　
職
場
や
学
校
の
定
期
健
康
診

断
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
鮮

明
度
が
低
く
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム

に
何
百
枚
と
巻
か
れ
た
Ｘ
線
写

真
を
、
コ
マ
送
り
に
し
て
短
時

間
の
う
ち
に
読
影
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
、
正
確
な
読
影
は
困
難
な
こ

と
が
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
他
方
、
受
診
者
と
し

て
は
「
異
常
な
し
」
と
の
診
断

結
果
で
あ
れ
ば
安
心
し
、
精
密

検
査
な
ど
の
診
療
を
受
け
る
機

会
を
失
い
、
何
か
異
常
が
あ
っ

て
も
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
な

い
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

2
　
最
高
裁
判
決

　
集
団
検
診
に
関
す
る
最
高
裁

判
例
と
し
て
は
、
昭
和
57
年
4

月
1
日
判
決
（
民
集
36
巻
4
号

5
1
9
頁
）
が
あ
り
ま
す
。
国

家
公
務
員
の
定
期
健
康
診
断

（
胸
部
Ⅹ
線
検
査
）
に
お
け
る

肺
結
核
の
見
落
と
し
が
争
点
と

な
り
、
患
者
が
国
を
被
告
と
し

て
訴
え
ま
し
た
。

　
広
島
高
等
裁
判
所
岡
山
支
部

は
医
師
の
過
失
を
認
定
し
、
患

者
の
請
求
を
一
部
認
め
た
こ
と

か
ら
、
国
が
最
高
裁
判
所
に
上

告
し
ま
し
た
。

　
最
高
裁
は
、
医
師
の
診
療
行

為
は
公
権
力
の
行
使
に
当
た
ら

な
い
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
1

条
1
項
に
よ
る
責
任
を
認
め
た

右
記
判
決
を
破
棄
し
て
差
し
戻

し
ま
し
た
が
、
胸
部
Ⅹ
線
検
査

で
の
見
落
と
し
自
体
に
つ
い
て

の
判
断
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 　

た
だ
し
、
判
決
文
中
の
カ
ッ

コ
書
き
で
「
多
数
者
に
対
し
て

集
団
的
に
行
わ
れ
る
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
に
お
け
る
若
干
の
過
誤

を
も
っ
て
直
ち
に
対
象
者
に
対

す
る
担
当
医
師
の
不
法
行
為
の

成
立
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か

に
は
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
点

は
し
ば
ら
く
措
（
お
）
く
」
と

の
判
示
が
さ
れ
て
お
り
、
集
団

検
診
で
は
医
師
に
求
め
る
医
療

水
準
が
通
常
の
診
察
よ
り
も
下

が
る
か
の
よ
う
な
判
断
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
最
高
裁
判
決
以
外
に
集

団
検
診
に
つ
い
て
判
示
し
た
最

高
裁
判
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
差
し
戻
さ
れ
た
広
島

高
裁
岡
山
支
部
は
、
昭
和
59
年

10
月
30
日
、
患
者
が
肺
結
核
に

罹
患
し
て
い
た
と
疑
う
べ
き
陰

影
は
あ
っ
た
が
、
健
康
診
断
が

公
権
力
の
行
使
に
当
た
ら
な
い

と
し
て
原
告
の
請
求
を
棄
却
し

て
い
ま
す
。

3

集
団
検
診
の

特
殊
性

　
集
団
検
診
は
受
診
者
に
関
す

る
情
報
が
全
く
な
い
状
態
で
実

施
さ
れ
ま
す
か
ら
、
す
で
に
一

定
の
情
報
を
得
た
上
で
画
像
診

断
を
行
う
通
常
の
診
療
と
異
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
問
題
と
な
る
の
は
、
例
え

ば
、
集
団
検
診
で
慎
重
に
読
影

す
れ
ば
肺
が
ん
を
見
つ
け
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
の
に
、
そ
れ
を

見
落
と
し
た
場
合
、
過
失
が
あ

る
と
い
え
る
か
と
い
う
点
で

す
。
病
院
を
受
診
し
た
時
に
は

肺
が
ん
末
期
の
手
遅
れ
の
状
態

で
、
そ
れ
以
前
に
受
け
た
集
団

検
診
の
Ｘ
線
画
像
を
精
査
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
頃
に
す
で
に
肺

が
ん
の
所
見
が
あ
っ
た
場
合
が

紛
争
に
な
り
や
す
い
ケ
ー
ス
で

す
。

4
　
地
方
裁
判
所
判
決

　
集
団
検
診
で
は
担
当
医
師
が

短
時
間
に
大
量
の
画
像
を
見
る

必
要
が
あ
り
、
検
査
結
果
の
精

度
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
地
方
裁
判
所
平
成
21

年
1
月
30
日
判
決
（
判
例
タ
イ

ム
ズ
1
3
0
4
号
2
6
2
頁
）

は
、
2
時
間
弱
で
7
0
0
枚
あ

ま
り
の
写
真
を
読
影
し
て
い
た

事
案
で
す
。
通
常
1
時
間
で
2

0
0
枚
程
度
が
限
界
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
の
で
、
相
当
多

い
枚
数
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

す
。

　
患
者
側
と
病
院
側
か
ら
複
数

の
医
師
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ

て
お
り
、「
肺
尖
部
の
か
く
れ

ん
ぼ
肺
が
ん
」
で
あ
り
、
健
康

診
断
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は

指
摘
は
困
難
で
見
落
と
し
に
該

当
し
な
い
と
い
う
意
見
書
や
、

「
肺
尖
部
の
か
く
れ
ん
ぼ
肺
が

ん
」
と
の
考
え
方
に
は
疑
問
が

あ
り
、
一
般
臨
床
医
で
あ
っ
て

も
胸
部
単
純
Ｘ
線
写
真
を
見
慣

れ
て
い
れ
ば
、
異
常
陰
影
を
指

摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
な
い
と

い
う
意
見
書
な
ど
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
他
に
、
大
学
病
院
の
呼
吸
器

内
科
の
医
局
に
所
属
し
胸
部
Ｘ

線
写
真
の
読
影
経
験
の
あ
る
5

人
の
医
師
に
、
同
じ
条
件
で
読

影
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
3

人
は
要
精
密
検
査
と
し
、
2
人

は
要
精
密
検
査
と
し
な
か
っ
た

と
の
実
験
結
果
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
名
古
屋
地
方
裁
判
所
は
、
異

常
あ
り
と
し
て
指
摘
す
べ
き
か

ど
う
か
の
判
断
が
異
な
り
得
る

と
し
て
、
医
師
の
過
失
を
認
め

ず
、
請
求
を
棄
却
し
ま
し
た
。

5
　
二
つ
の
見
解

　
医
師
の
話
を
聞
く
と
、
も
と

も
と
集
団
検
診
は
一
定
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
機
能
し
か
な
く
、

安
い
費
用
で
実
施
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
あ
る
程
度
見
落

と
し
が
あ
っ
て
も
や
む
を
得

ず
、
低
コ
ス
ト
の
ま
ま
高
い
医

療
水
準
を
求
め
る
の
は
無
理
な

注
文
で
あ
る
と
述
べ
る
人
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
他
方
、
患
者
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
異
常
が
な
い
か
を
知
る

た
め
に
定
期
健
康
診
断
を
受
け

て
い
る
の
に
、「
個
別
の
検
査

で
あ
れ
ば
慎
重
に
読
影
す
る
の

で
異
常
を
発
見
で
き
た
が
、
集

団
検
診
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
異

常
を
発
見
で
き
な
く
と
も
仕
方

が
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ

6
　
ま
と
め

　
い
か
に
考
え
る
か
は
、
集
団

検
診
精
度
の
在
り
方
や
要
す
る

コ
ス
ト
と
も
関
係
し
ま
す
の
で

難
し
い
問
題
で
す
。

　
集
団
検
診
は
身
体
の
異
常
を

疑
わ
せ
る
兆
候
が
な
い
か
を
把

握
す
る
た
め
の
も
の
で
、
精
密

検
査
の
必
要
性
を
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
検
診
時
の
読

影
の
誤
り
は
通
常
の
診
察
で
の

読
影
の
誤
り
と
は
異
な
る
こ
と

は
確
か
で
す
。

　
裁
判
に
お
い
て
は
、
集
団
検

診
で
あ
る
た
め
受
診
者
に
関
す

る
情
報
が
全
く
な
く
、
か
つ
、

画
像
を
比
較
的
短
時
間
で
読
影

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
前
提

と
し
て
、
見
落
と
し
が
過
失
と

い
え
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
健
康
診
断
の
意
義
を
没
却

し
な
い
程
度
の
診
断
精
度
が
保

た
れ
る
よ
う
、
担
当
医
に
求
め

ら
れ
る
義
務
の
水
準
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ば
、
何
の
た
め
に
定
期
健
康
診

断
を
受
け
て
い
る
の
か
と
い
う

反
論
が
出
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
の
訴
訟
の
場
面

で
難
し
い
の
は
、
事
後
的
に
当

時
患
者
が
肺
が
ん
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
か
ら
、
過
去
の

Ｘ
線
画
像
を
評
価
す
る
点
で

す
。
そ
の
評
価
の
際
に
は
、
当

該
患
者
が
肺
が
ん
で
あ
っ
た
と

の
前
提
で
事
後
的
に
分
析
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
専
門

家
で
あ
っ
て
も
先
入
観
が
入
り

込
む
余
地
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

当
該
診
断
を
行
っ
た
状
況
下
で

判
断
す
る
と
ど
う
だ
っ
た
か
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
上
記
名
古
屋
地
裁
判
決
は
、

そ
の
た
め
に
実
験
結
果
が
提
出

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
）。

実
践
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
学
び
深
め
る

接
遇
マ
ナ
ー
研
修・初
級
編

研修で得た三つの学び
一人でも多くの同僚に伝えたい

京都近衛リハビリテーション病院（左京）

コンシェルジュ　水野　彩

　
今
回
、
医
院
・
診
療
所
で
の

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
に
初
め
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
初
級
コ
ー
ス
で
主
に
得
た

か
っ
た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
航
空
業
界
か
ら

医
療
業
界
へ
転
職
し
て
3
年
目

と
な
る
私
自
身
の
現
状
把
握
と

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
学
ん
だ
内
容
を
職

場
の
仲
間
や
患
者
さ
ん
へ
少
し

で
も
還
元
す
る
こ
と
で
す
。

2
時
間
の
研
修
は
座
学
だ
け

で
な
く
、
他
の
参
加
者
の
方
と

楽
し
く
ワ
ー
ク
が
で
き
る
機
会

も
あ
り
、
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
学
べ
た

こ
と
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ

り
ま
す
。
①
接
遇
と
接
客
の
違

い
②
相
手
に
与
え
る
印
象
（
第

一
印
象
・
身
だ
し
な
み
）
③
あ

い
さ
つ
の
意
味
で
す
。

　
一
つ
目
の
接
遇
と
接
客
の
違

い
は
、
今
ま
で
こ
の
二
つ
の
単

語
の
意
味
を
深
く
考
え
る
機
会

は
な
か
っ
た
の
で
非
常
に
良
い

学
び
と
な
り
ま
し
た
。
不
安
な

ど
何
か
し
ら
の
「
不
」
を
抱
え

る
患
者
さ
ん
や
支
え
る
ご
家
族

に
対
し
て
、
我
々
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
学
ん
だ
上
で
（
接
客
）、

そ
の
方
の
望
む
応
対
を
言
葉
と

心
で
さ
り
気
な
く
提
供
す
る
こ

と
（
接
遇
）
を
理
解
し
ま
し

た
。
ま
た
、
相
手
の
表
情
か
ら

気
持
ち
を
推
測
す
る
ワ
ー
ク
で

は
、
観
察
力
の
大
切
さ
と
そ
の

精
度
を
磨
い
て
い
く
大
切
さ
も

実
感
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
の
第
一
印
象
の
高
さ

も
非
常
に
大
切
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
第
一
印
象
は
非
言
語
の
要

素
が
高
く
、
さ
ら
に
3
秒
と
い

う
わ
ず
か
な
時
間
で
伝
わ
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
医
療
機
関

で
働
く
者
と
し
て
、
自
分
は
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
な
ど
に
対
し

ど
の
よ
う
な
印
象
や
雰
囲
気
を

与
え
て
い
る
の
か
？　
ど
の
よ

う
な
印
象
を
相
手
に
感
じ
て
も

ら
い
た
い
の
か
？　
と
い
う
少

な
く
と
も
二
つ
の
視
点
は
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
の
あ
い
さ
つ
も
日
頃

か
ら
大
切
に
し
て
い
き
た
い
ポ

イ
ン
ト
で
す
。「
挨
：
心
を
開

く
」「
拶
：
相
手
に
迫
る
」
と

い
う
観
念
が
私
自
身
欠
け
て
い

た
の
で
、
普
段
何
気
な
く
交
わ

す
あ
い
さ
つ
の
意
味
合
い
を
あ

ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

の
本
来
の
意
味
を
理
解
し
た
上

で
「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
大
事

に
」
な
ど
を
伝
え
る
と
、
よ
り

患
者
さ
ん
に
対
し
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
我
々
京
都
大
原
記

念
病
院
グ
ル
ー
プ
が
今
後
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と

は
「
不
安
を
取
り
除
き
安
心
を

提
供
で
き
る
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
」
で
す
。
今
回
は
こ
の
真

髄
に
値
す
る
も
の
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
2
0
2
4

年
は
一
人
で
も
多
く
の
職
員
に

研
修
で
得
た
こ
と
を
伝
達
す
る

べ
く
、
さ
ら
に
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
協
会
は
、
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
（
初
級
編
）
を
2
月
1
日
に
開
催
。
13
医
療
機
関
20
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
興
梠
悦
子
氏
。
協
会
の
接
遇
研

修
は
参
加
者
同
士
で
あ
い
さ
つ
や
所
作
、
言
葉
遣
い
な
ど
を
確
認
し
合
う
「
実
践
形
式
」

が
毎
回
好
評
を
博
し
て
お
り
、
今
回
も
参
加
者
か
ら
「
実
際
の
場
面
を
想
定
し
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
言
葉
遣
い
の
拙
さ
を
自
覚
し
た
」「
医
療
技
術
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ

ス
も
重
要
だ
と
分
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
以
下
、参
加
記
を
掲
載
す
る
。

日頃の所作を再確認する参加者

過去の連載は
保険医協会のホームページで
ご覧いただけます。

VOL 1　 医療訴訟の概要と
特徴

VOL 2　過失の判断基準

VOL 3　説明義務

VOL 4　因果関係

VOL 5　応招義務
 など

https://healthnet.jp

2 0 2 4 年 (令和 6年) 3 月 2 5 日第 3 1 6 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

元裁判
官が

元裁判
官が

解説し
ます

解説し
ます

医療訴訟の
基礎知識

万が一の時にそなえて！

元大阪高等裁判所
部総括判事・弁護士

大島 眞一

集
団
検
診
時
の
肺
が
ん
の
見
落
と
し

裁
判
所
の
判
断
と
は

13
vol



4
月
1
日
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
臨
時
的
取
扱
い

辻　俊明（環境対策担当理事）

京都の観光問題を考える
観光公害と京都ブランド

22

　生保６社による安定重視の運用・リスク分散で、安心の積立
ができます。毎年の決算で積立額を確定し、価格変動のリスク
を受けません。老後資金として最長80歳まで積立できるのは
もちろん、学資やリフォームなどで資金が必要な時には、一部
または全額を一時金として受け取ることもできます。

受付期間 4月1日～6月20日まで保 険 医 年 金

予定利率 1.202％（2023年 9 月 1 日現在）

引受保険会社：大樹生命　明治安田生命　富国生命　日本生命　太陽生命　第一生命

加入
資格 満74歳までの協会会員（月払増口・一時払の申込は満79歳まで ）
加入
口数

月　払  1口　1万円　30口限度（30万円／月）
一時払  1口 50万円　1回につき40口（2,000万円）まで

詳しくは本紙に同封の
パンフレットをご覧下
さい。

2023年度第３回医療安全講習会

日　時 ４月20日（土） 14時～16時
講　師   早稲田大学理工学術院創造理工学部

経営システム工学科教授　小松原 明哲 氏

ヒューマンエラーの防止策
安全人間工学の立場から

申込締切
４月16日（火）

詳細・お申込は
こちらから

対　象  会員・従事者
形　式 Zoomウェビナー

※ 会場（保険医協会会議室）参加ご希望の方は
電話でお申込み下さい。☎075-212-8877

いずれも会場参加のみです。お申込みは協会までご連絡下さい。

参加費 無料

〈参加証について〉 ご希望の方には、アクセス記録を確認した上で参加証をお送り
します。本講習会は医療法に定められた「医療安全管理のため
の職員研修」（無床診療所対象）に該当します。

『点数表改定のポイント』説明会
2024年度診療報酬改定　新点数検討会

福知山市会場
日　時 ３月30日（土） 14時～16時30分
場　所 福知山医師会館講堂　　 共　催 （一社）福知山医師会

『新点数・介護報酬Ｑ＆Ａ レセプトの記載』説明会
1 京都市会場
日　時   ５月23日（木）

14時～16時30分
場　所   テルサホール 

（京都テルサ内）

2 福知山市会場
日　時   ５月25日（土）

14時～16時30分
場　所 福知山医師会館講堂
共　催 （一社）福知山医師会

Ｑ
、
4
月
1
日
以
降
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
臨
時
的
取
扱
い
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
、
一
部
を
除
き
3
月
31
日

で
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
5
月

31
日
ま
で
継
続
す
る
特
例
は
、

①
小
児
科
外
来
診
療
料
等
算
定

時
に
コ
ロ
ナ
検
査
・
治
療
薬
を

出
来
高
算
定
で
き
る
取
扱
い
②

Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
棟
、
包
括
入
院
料
、

介
護
医
療
院
等
で
コ
ロ
ナ
検
査

を
出
来
高
算
定
で
き
る
取
扱
い

で
す
。
当
面
の
間
継
続
す
る
特

例
は
、
①
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
棟
、
包
括

入
院
料
、
介
護
医
療
院
等
で
コ

ロ
ナ
治
療
薬
が
出
来
高
算
定
で

き
る
取
扱
い
で
す
。

　
併
せ
て
施
設
基
準
の
特
例
の

24
年
4
月

理
事
会
の
開
催
予
定

第
21
回
理
事
会

4
月
9
日
（
火
）
14
時
〜

第
22
回
理
事
会

4
月
23
日
（
火
）
14
時
〜

　
協
会
は
10
月
14
日
、
京
都
外
科
医
会
と
共
催
で
、
外
科
診
療
内
容
向
上
会
を
協
会
会

議
室（
ウ
ェ
ブ
併
用
）で
開
催
し
た
。
京
都
済
生
会
病
院
外
科
部
長
の
富
士
信
明
氏
が
進

行
し
、
50
人
が
参
加
し
た
。
協
会
の
曽
我
部
俊
介
理
事
か
ら
情
報
提
供
の
後
、
外
科
医

会
例
会
の
症
例
検
討
会
が
行
わ
れ
た
。
続
く
向
上
会
で
は
、
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
外

科
部
長
の
岡
野
真
治
氏
を
座
長
に
、「
足
病
に
対
す
る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し

て
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
形
成
外
科
部
長
の
恋
水
諄
源
氏
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
恋
水
氏
は
、
直
立
二
足
歩
行

を
基
礎
と
し
て
文
化
を
発
展
さ

せ
て
き
た
人
類
に
と
っ
て
足
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活
の
礎

と
説
明
。
自
院
で
の
足
病
治
療

の
実
態
と
臨
床
倫
理
の
問
題
を

解
説
し
た
。

　
足
部
潰
瘍
を
主
訴
に
受
診
す

る
患
者
の
多
く
は
、
動
脈
狭

窄
・
閉
塞
、
感
染
と
糖
尿
病
を

背
景
に
持
つ
包
括
的
高
度
慢
性

下
肢
虚
血
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
）
の
患

者
と
紹
介
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
の
重
症

度
と
予
後
はW

ifi

分
類
に
基

づ
き
判
断
し
、
治
療
の
原
則
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
診
察
と
検

査
を
進
め
、
創
処
置
を
行
い
な

が
ら
生
活
状
況
も
把
握
す
る
と

説
明
し
た
。
デ
ブ
リ
ー
ド
マ

ン
、
開
放
創
管
理
、
植
皮
ま
た

は
皮
弁
に
よ
る
閉
創
が
手
術
治

療
の
原
則
だ
が
、
術
後
機
能
に

配
慮
し
て
治
療
す
る
に
は
最
終

的
な
切
断
高
位
と
残
存
組
織
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　
足
病
治
療
で
問
題
に
な
る
こ

と
の
多
い
倫
理
的
論
点
に
も
言

及
し
た
。
大
切
断
後
に
義
足
リ

ハ
ビ
リ
で
歩
け
る
か
は
や
っ
て

み
な
く
て
は
分
か
ら
な
い
部
分

も
あ
り
、
患
者
の
意
向
を
尊
重

し
よ
う
と
す
る
「
自
律
尊
重
原

則
」
と
最
善
の
治
療
を
提
供
し

よ
う
と
す
る
「
善
行
原
則
」
で

葛
藤
が
生
じ
る
と
解
説
。
当
初

は
な
る
べ
く
長
く
残
す
治
療
を

希
望
し
て
い
た
患
者
で
も
、
治

療
の
具
体
的
な
説
明
の
結
果
、

切
断
に
よ
る
早
期
治
癒
に
希
望

②②    

お
も
て
な
し
の
精
神

お
も
て
な
し
の
精
神

 

お
客
さ
ま
は
神
様
か

お
客
さ
ま
は
神
様
か

ら
れ
て
い
る
。

小
説
「
古
都
」

に
は
、
京
都
の

四
季
を
愛
し
て

や
ま
な
い
康
成

の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
春
の
朝
、
東
山
連
峰
の
山
ぎ

わ
に
た
な
び
く
雲
に
は
、
今
な

お
清
少
納
言
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ

リ
ズ
ム
が
漂
い
、
京
都
の
街
角

に
訪
れ
る
四
季
に
は
今
で
も
康

成
の
思
い
が
息
づ
く
。
あ
で
や

か
に
四
季
が
移
ろ
う
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
京
都
の
街
に

は
、
歴
史
、
文
化
、
文
学
の
香

り
が
す
る
。
遠
い
過
去
か
ら

ず
っ
と
蓄
積
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

精
神
的
、
学
問
的
、
あ
る
い
は

芸
術
的
と
も
い
え
る
無
形
の
価

値
は
、
美
し
い
景
観
と
と
も
に

京
都
の
魅
力
の
本
質
で
あ
り
、

他
の
都
市
に
は
な
く
、
京
都
だ

け
が
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
は
質
の
良
さ
、
格
調

の
高
さ
、
唯
一
無
二
の
存
在
に

対
し
て
与
え
ら
れ
る
呼
称
で
あ

り
、
決
し
て
誰
彼
構
わ
ず
や
み

く
も
に
安
売
り
さ
れ
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
安

売
り
さ
れ
、
安
物
を
求
め
る
人

込
み
で
ご
っ
た
返
す
時
、
京
都

の
街
か
ら
文
学
の
香
り
は
消
え

失
せ
る
。

　
我
が
国
に
根
付
い
て
い
る

「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
。
2

0
1
3
年
9
月
に
開
か
れ
た
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
総
会
で
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
日
本
の
「
お
も
て
な

し
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
東
京
開

催
を
訴
え
た
シ
ー
ン
は
印
象
深

い
。

　
「
も
て
な
し
」
と
い
う
言
葉

は
平
安
時
代
の
源
氏
物
語
に
も

登
場
す
る
日
本
独
自
の
概
念
で

あ
り
、
互
い
を

大
切
に
思
い
、

良
い
時
を
過
ご

す
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
近
年
、
過
剰
な

お
も
て
な
し
合
戦
の
結
果
、
客

を
神
様
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
顧
客
が
理
不
尽

な
要
求
を
突
き
付
け
る
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
横
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
き
良
き

伝
統
で
あ
る
は
ず
の
「
お
も
て

な
し
」
の
精
神
。
そ
の
あ
り
方

は
曲
が
り
角
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
い
ま
や
「
お
客
さ
ま

は
神
様
」
と
は
限
ら
な
い
。

　
多
く
の
地
域
住
民
は
観
光
客

を
献
身
的
に
歓
迎
し
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
だ

け
が
犠
牲
や
我
慢
を
強
い
ら
れ

る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
人

々
の
心
の
中
か
ら
素
直
な
「
お

も
て
な
し
」
の
気
持
ち
が
湧
い

て
こ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
と
が
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と

で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
と
し

て
自
然
な
感
情
で
あ
ろ
う
。
観

光
産
業
が
健
全
で
あ
る
た
め
に

は
観
光
客
と
住
民
と
の
関
係
が

互
恵
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
観
光
客
の
喜
び
は
、
地
域

住
民
の
喜
び
と
感
謝
が
あ
っ
て

こ
そ
で
あ
る
。

　
清
少
納
言
の
随
筆「
枕
草
子
」

は
、「
春
は
、
あ
け
ぼ
の
。
や

う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ

は
、
す
こ
し
あ
か
り
て
、
紫
だ

ち
た
る
雲
の
、
細
く
た
な
び
き

が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
と
し

た
。
足
病
に
は
高
齢
者
も
多

く
、
認
知
症
の
患
者
も
い
る
た

め
、
本
人
の
意
向
で
は
な
く
家

族
の
自
己
満
足
や
介
護
都
合
に

よ
っ
て
治
療
方
針
が
左
右
さ
れ

て
い
な
い
か
に
も
注
意
が
必
要

と
し
た
。

　
理
想
的
な
方
針
決
定
の
プ
ロ

セ
ス
に
必
要
な
こ
と
は
、
正
確

な
診
断
・
医
学
的
判
断
と
同
時

に
、
治
療
に
関
す
る
本
人
の
価

値
観
と
強
調
。「
ど
う
し
て
そ

う
し
た
い
と
思
う
の
か
」
と
問

い
か
け
、
本
人
が
治
療
に
求
め

る
本
質
を
知
る
こ
と
が
重
要
と

し
た
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療

で
早
く
か
ら
切
断
の
可
能
性
を

知
り
考
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

本
人
に
と
っ
て
よ
り
良
く
、
医

療
者
も
納
得
で
き
る
方
針
決
定

が
で
き
る
と
し
た
。

講
師
の
恋
水
氏

た
る
」
で
始
ま
る
。
こ
の
「
山

ぎ
は
」
は
東
山
連
峰
の
こ
と
。

若
き
日
の
清
少
納
言
は
、
宮
中

か
ら
見
る
東
山
で
の
春
の
夜
明

け
に
と
き
め
い
た
。

　
文
豪
・
川
端
康
成
は
下
鴨
に

家
を
借
り
、
生
活
し
な
が
ら
長

編
小
説
「
古
都
」
を
著
し
た
。

文
章
の
端
々
に
は
、
移
ろ
い
ゆ

く
季
節
の
美
し
さ
が
散
り
ば
め

前
回
ま
で
の
要
約

　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再

び
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
京

都
の
価
値
を
認
識
し
、
最
大

限
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
。

4
月
1
日
以
降
の
取
扱
い
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は

本
紙
に
同
封
の
『
グ
リ
ー
ン

ペ
ー
パ
ー
』No.
３
３
１（
3
月
25

日
発
行
）
を
ご
参
照
下
さ
い
。

レ
セ
プ
ト
点
検
し
ま
す

日
　
時

4
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
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足
病
治
療
の
実
態
と
臨
床
倫
理

本
人
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
重
要

外
科
診
療
内
容
向
上
会



　
「
え
っ
と
」
は
「
た
く
さ
ん
の
」

「
多
く
の
」
の
広
島
弁
。「
セ
ト
」

は
瀬
戸
（
内
）。「
エ
ト
セ
ト
ラ
」

は
ラ
テ
ン
語
で
「
な
ど
な
ど
、
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
」
で
す
。
車
名

「
エ
ト
セ
ト
ラ
」
は
「
多
く
の
瀬

食
、
伝
統
、
風
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
一
つ
の
レ
ー
ル
で
つ
な

が
り
、
ま
た
違
う
地
域
を
訪
ね
る

こ
と
で
さ
ら
に
大
き
く
つ
な
が
る

…
思
い
が
こ
も
っ
た
観
光
列
車
で

戸
内
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
自
分
だ
け
の
自
由
な
時
間
を

楽
し
む
旅
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

（
写
真
1
）。「etSE

T
O
ra

」の

文
字
を
つ
な
い
で
創
ら
れ
た
ロ
ゴ

す
（
写
真
2
）。

　
車
両
は
国
鉄
時
代
の
キ
ハ
40
系

気
動
車
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た
2
両

編
成
。
海
側
は
窓
に
向
い
て
座
る

カ
ウ
ン
タ
ー
仕
様
、
山
側
は
テ
ー

etS
E
T
O
ra

（
エ
ト
セ
ト
ラ
）

　
　
　
　
　
　
　
呉
線
の
車
窓
は
ほ
ん
ま
に
え4

え
瀬
戸
4

4

ら
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）

ル
）
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
呉
線

自
慢
の
瀬
戸
内
海
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
グ
ラ
ス
を
揺
ら
し
ま
す

（
写
真
3
）。
路
線
に
は
、
呉
（
軍

港
や
海
軍
の
史
跡
、
戦
艦
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
映
画
や
ア
ニ
メ

の
聖
地
巡
礼etc

）、
竹
原
（
江

戸
時
代
の
名
残
の
あ
る
伝
統
的
な

街
並
み
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
〝
マ
ッ
サ
ン
〞
の
舞

台
）、
三
原
（
お
城
や
蛸
の
味
わ

い
）、
尾
道
（
大
林
宣
彦
監
督
の

映
画
〈
尾
道
三
部
作
〉
の
舞
台
で

有
名
な
海
と
山
が
接
す
る
坂
の

街
）
な
ど
立
ち
寄
り
観
光
の
名
所

も
満
載
で
す
。

　
今
回
の
推
し
地
酒
。
雨
後
の
月

純
米
大
吟
醸
（
相
原
酒
造
、
呉
、

広
島
）、
小
笹
屋
竹
鶴
生
も
と

純
米
吟
醸
原
酒
（
竹
鶴
酒
造
、
竹

原
、
広
島
）。

　
（etSE

T
O
ra

エ
ト
セ
ト
ラ

2
0
2
2
年
7
月
乗
）

尾
道
ま
で
趣
楽
悠
遊
の
旅
で
す
。

昼
便
な
の
で
洋
菓
子
や
ス
イ
ー
ツ

が
提
供
さ
れ
ま
す
が
、
車
内
販
売

で
は
オ
イ
ス
タ
ー
ダ
ー
ク
エ
ー
ル

（
牡
蠣
を
殻
ご
と
煮
沸
釜
に
投
入

し
て
作
ら
れ
た
黒
ビ
ー
ル
）
や

は
っ
さ
く
ビ
ー
ル
（
大
崎
下
島
産

の
は
っ
さ
く
を
用
い
た
爽
や
か
な

ビ
ー
ル
）、
瀬
戸
田
レ
モ
ン

C
H
U

－

H
I
（
瀬
戸
田
島
の
レ

モ
ン
を
使
っ
た
焼
酎
ハ
イ
ボ
ー

　
協
会
は
亀
岡
市
・
船
井
医
師

会
と
の
懇
談
会
を
1
月
13
日
に

ウ
ェ
ブ
で
開
催
。
亀
岡
市
医
師

会
11
人
、
船
井
医
師
会
3
人
、

協
会
6
人
が
出
席
し
た
。

　
亀
岡
市
医
師
会
の
上
原
久
和

副
会
長
の
司
会
で
開
会
。
冒

頭
、
同
会
・
温
井
雅
紀
会
長
か

ら
「
医
療
Ｄ
Ｘ
や
保
険
証
廃
止

を
は
じ
め
、
重
大
な
問
題
を
教

え
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。
主
に
社
会
保
障

制
度
を
め
ぐ
る
差
し
迫
っ
た
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
診
療
報
酬
改
定
に
関
し
て
、

地
区
よ
り
「
こ
れ
だ
け
物
価
が

上
が
っ
て
い
る
の
に
、
国
は
財

務
省
の
強
い
権
限
で
医
療
費
を

削
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
医

療
費
の
自
然
増
が
あ
る
か
ら

と
、
今
回
も
実
質
マ
イ
ナ
ス
改

定
で
押
し
切
ら
れ
て
い
る
。
協

会
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
」
と

の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
協
会
は

「
医
療
費
の
自
然
増
は
高
齢
者

の
増
加
で
1
年
で
6
4
0
0
億

円
に
な
る
。
財
務
省
は
改
定
ご

と
に
自
然
増
を
抑
え
る
よ
う
に

言
っ
て
お
り
、
今
改
定
で
も
1

0
0
0
〜
1
4
0
0
億
円
を
抑

物
価
上
昇
も
国
は
医
療
費
削
減
を
強
行

オ
ン
資
機
器
ト
ラ
ブ
ル
で
診
療
に
影
響

亀
岡
市
・
船
井
医
師
会
と
懇
談
1
月
13
日　
ウ
ェ
ブ
会
議

の
財
務
省
の
乱
暴
な
引
き
下
げ

は
阻
止
で
き
た
。
答
申
が
出
さ

れ
れ
ば
、
厚
労
省
に
交
渉
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ

い
て
、
地
区
よ
り
「
年
末
に

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
故
障
し
た

が
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら
え

ず
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
」
と
の

制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
財
務
省
は
医
療
機
関
の

収
入
が
増
え
て
い
る
と
デ
ー
タ

を
出
し
、
診
療
報
酬
引
き
下
げ

を
主
張
し
て
い
る
。
改
定
率
に

つ
い
て
、
財
務
省
は
当
初
本
体

で
5
・
5
％
マ
イ
ナ
ス
と
主
張

し
た
が
、
診
療
側
が
押
し
返
し

て
、
12
月
末
の
大
臣
折
衝
で
改

定
率
が
決
ま
っ
た
。
診
療
報
酬

は
0
・
88
％
と
か
ろ
う
じ
て
プ

ラ
ス
だ
が
、
薬
価
や
医
療
材
料

費
の
マ
イ
ナ
ス
分
は
入
っ
て
い

な
い
。
診
療
側
が
満
足
の
い
く

引
き
上
げ
で
は
な
い
が
、
当
初

声
が
上
が
っ
た
。
協
会

は
「
保
団
連
調
査
で
は

約
70
％
が
ト
ラ
ブ
ル
を

経
験
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
保
険
証

を
廃
止
す
べ
き
で
は
な

い
と
世
論
も
盛
り
上

が
っ
た
。
野
党
か
ら
保

険
証
廃
止
の
延
期
法
案

が
出
さ
れ
て
い
る
。
協

会
も
法
案
成
立
へ
の
運

動
を
強
め
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　
最
後
に
船
井
医
師
会
・
冨
井

隆
会
長
か
ら
「
医
薬
品
の
供
給

不
足
や
働
き
方
改
革
な
ど
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
協
力
し
て

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
。
協
会
に
も
力
添
え
を
お
願

い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
閉
会
し
た
。

ブ
ル
を
挟
み
2
席
が
向
か
い
合
う

Ｂ
Ｏ
Ｘ
仕
様
で
、
1
号
車
に
は

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

座
席
は
全
て
グ
リ
ー
ン
席
の
快
速

列
車
。
外
観
は
瀬
戸
内
海
の「
青
」

と
海
岸
線
か
ら
見
え
る
波
の「
白
」

か
ら
、
瀬
戸
内
の
穏
や
か
な
風
景

を
彷
彿
と
さ
せ
る
シ
ッ
ク
で
味
わ

い
深
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
呉
で
、映
画「
こ
の
世
界
の
片
隅

に
」
ゆ
か
り
の
聖
地
や
旧
海
軍
の

史
跡
を
巡
る
早
朝
散
歩
を
し
て
か

ら
、etSE

T
O
ra

に
乗
車
し
て

マ
ー
ク
に
は
、
人
、
街
、

新しく医療機関に勤められた方の研修会

新規開業を考える方の講習会

能
登
半
島
の
復
興
へ

救
援
募
金
に
ご
協
力
下
さ
い

　
詳
細
は
本
紙
第
3
1
6
4
号

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

vol.16

写真 1

写真 3

写真 2

4月のレセプト受取・締切 基金・
国保
（※）

８日（月）９日（火） 10日（水）
― 〇 〇◎

○は受付会場設置日、◎は締切日
受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求
　　 ５～７日 ８時～21時
　　 ８～10日 ８時～24時

労災
締切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（水） 10日（水） 10日（水）

出
席
者
20
人
で
開
催
さ

れ
た
亀
岡
市
・
船
井
医

師
会
と
の
懇
談

　開業に向けたノウハウを詳しく・わかりやすく解説する講習会です。講師は
京都では屈指の開業支援を手掛けており、成功する開業の秘訣と開業後の運営
まで実践的対策をお伝えします。自身の開業経験からの医師の具体的なアドバ
イスも必聴です。最近増えている「第三者承継」や「医療法人化」も解説しま
す。「話だけでも聞いてみようかな…」という方のご参加もお待ちしています。

5 月19日 （日）10時～13時
● 開業後一日も早く軌道に乗せるために
　～事前準備で押さえておくべきこと～
　　廣井増生税理士事務所所長　廣井 増生氏
● 先輩開業医からのアドバイス
余みんたく整形外科院長　余 みんたく氏

●地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度の活用［解説］など
●個別相談
※個別相談をご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。

参加費　 無料　　非会員5,500円（当日入会時は無料）

参加者に
進呈

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎回好評いた
だいている研修です。医療機関の勤務経験が短い方を対象に、医療従事者に必要
な「接遇」「医療安全」「保険基礎知識」の３分野の基礎をしっかり学んでいただけます。

1日目 5 月16日 （木） 14時～16時
  ❶  医事紛争から見た医療従事者としての心構え
  ❷  知っておきたい保険の基礎知識

参加費　無料

2日目  5 月20日 （月）14時～16時
  ●医院・診療所での接遇マナー研修 （初級）

参加費　お一人1,000円 ※当日徴収
※ 先着順、各日程１医療機関２人まで。感染状況により人数を制限する場合もあります。

診療所対象

お申込み
はこちら

お申込み
はこちら
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